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 R・C・Williams, R W・G. Wyckoffの 創 案になるmetaric Sha・low-Castin9法 は種 々

の鏡検材料 に種 々の口的 で憲 屑 され ているが,余 は細菌及び ウイ ール スの電 子顯 微鏡 的研究 に

之等 の三亥元的樽造 を究明す る日的 で襲 置を作つて實 験 した.

               實  験  方  法      ・

 硝 子 鐘(内 径22Cm,高 さ18Cm:更 に小型 ¢)もので も良.い)内 部 を油掻 散ボ ンフ"と廻蒋 ボン

プに よ り10-51nmH9程 度 の眞室度 に保つ.標 本 をコー トす る金協 の熔融蒸稜 は タング ステン

線 の加熱 によ る.即 ち径0.5nim乃 至1.Ommの タ ングステン線 を園錐 形々歌 に捲 き(捲 数10

～15)そ の 内側 に金屡 クローム ζ純度99%,炭 素 を含有せす)5mg～20m9の 小 塊 を挿入 し,

タ ングステ ン線 をA.C.12Vに て加熱 して ク ロ 一一ムを熔融蒸費 せ しめ た.ク ロ ・一ム と標 本面

との距離 は10cm,角 度 は10。59'或 い は11。32「 に えらぶ.

 供 試 細菌 は黄 色葡萄 珊こ球 菌,ウ ィ ール ス として 人のイ ンフル ヱ ンザ ウ イール スA及 び馬 の畷

炎 ウイ ール ス(、Ve沈ern Straln Ecluine Lnc⊃Phalonlyelitis virus)を 川 いた.

 イ ン フルェ ンザ,ウ イ'ル スは卿卵 ヱ0日卵の尿液 内に培養 して赤 血球凝 集作 用 を憲 用 して精

製 した.ウ イ ール ス浮游 メヂ ウムとしては0.02MCaCl2液 を 月」いた.出 嚢材料 の成 鶏血球 凝

集債 は個 々の卵尿液 に於 て相違 するが60～150で あつた.

 磯 炎 ウィv一ルスは之 を艀卵9日 卵 に接 踵 して胎兇発死前即 ち増 養20時 聞 の尿液 を精製 せ す に

鏡槍材料 とした.蓋 し尿液 は ウ・f ・一ル スitu・1「殖後 と難 も透 明 にして その総窒 素量1cc O,80～0,96

mg(個 々の艀卵 に於 て異 る)で あ り,精 製操 作を欲 しない ウイール スの電子顯微鏡的研 究 に於

て絶好 の ウイ ール ス増殖 メヂ ウムで あ る事 を知 つた.ウ イ ール ス標本 に於 ては何 れ も無菌 且つ

一定の病原性 を有 するこ とを確 め ウイールス附蒲後の コロヂ ウム膜面 はWash off t・ chni・

qucに よつて標本清浮 後Shadowing lIl硝子 鐘 内にお さめた.

               成       績

 1)葡 萄 歌球 菌 金 属陰影法 を施 さない標 本に於 て認む るこ との出來 ない細胞 の表面 構造 が

長時聞露 出に よつ て得 られた。 叉雫面的 な顯微鏡像 に於 て圓形 を呈す る本菌 は本法 によ るとそ

の影 の大 さか ら或 いは扁干,或 いは球 状 に膨 隆,或 いは凹凸等種 々の立髄 的構 造 を護 み とるこ

とカ{Hう司ぐナこ.

 2)イ ンフルエ ンザ,ウ イールス 普通 の電子像か ら得 た知 見 か ら推定 して いた如 くその陰

                   (114)
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影 か らみ て 略 球 堀こに 近 い こ と が 分 る.ウ ィ ー ル ス が す べ て 一 様 に 充 實 し た 球 状 を 呈 して い な い

こ と は 上 述 の 球 菌 と同 所 見 で あ る.

 3) 麟 炎 ウ イFル ス 無 敬 に軍 在 す る ウ イ .一ル ス の 外 に双 球 菌 様 配 列,池 鎮 朕 配 列,更 に 標

本 に よ つ て は 多 敬 の ウ イ ー ノしス よ り な る 白 然 凝 集 像 を 認 め る.大 さ は40mμ の もの 最 も多 く,

稀 に20mμ 或 い は そ れ よ り小 さい もの も認 め ら れ る.此 の ウ イ ー ル ス も亦 略 球 状 に近 い 形 状 を

有 す る.
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 粉艦粒子の問題は無業材料,顔 料,研 磨剤,電 極材料,ゴ ム及び紙の充鎭醐等工業的に重要

であ り,場合 により極 く細かい しか も均一な一定粒度の粉罷 を製造 することが必要である.0.1

μ以下の非常に細かい粉膿を超微粉艦 と呼ぶこととする.從 來この大 さは膠質學にて取扱われ

た虞にて,特 に漁式法にて超微粉艦を生成する場合には膠質粒子生成原因の基本問題 とも關連

し興味がある.漁 式法の一例 として沈降性鞭類(特 にCa CO3)の 生威反慮に於て反悠條件 と

生成 した粉艦(結 晶)の粒度及び性質 との關係を明 らかにしようとする.第1報 に於ては起微粉

盟 の粒度測定特 に電 子顯微鏡 による観察及びX線 分析 によ り得 られた結果の比較 をする.

 1)粒 子 分 析 法

                   (115)


